
特集／教職員の長時間過密労働を考える

ア

先？
生ト

る号
1 Iこ
日吉

編
集
部
で
は
今
回
の
「
教
員
の
長
時
間
超
過
密
労
働
」
の
特

集
に
あ
た
っ
て
、
数
人
の
小
中
学
校
の
先
生
に
勤
務
の
実
態
を

た
ず
ね
た
。
第
一
に
学
校
行
事
等
の
な
い
標
準
的
な
勤
務
日
の

1
日
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
は
1
日
を
振
り
返
っ
て
コ
メ
ン
ト

を
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
で
す
。
ま
た
出
来
る
だ
け
本
人

と
会
っ
て
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
か
っ
た
が
、
時
間
の
関
係
で

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
ケ

l
ス
も
あ
り
ま
す
。
調

査
に
ご
協
力
を
い
た

e
た
い
た
方
は
6
人
で
す
。
城
山
謝
申
し
上
げ

ま

す

。

編

集

部

A
さ
ん
（
小
学
校
女
性
教
員
初
代
〉

A
さ
ん
は
初
代
が
残
り
わ
ず
か
な
小
学
校
教
師
。
ー
人
目

の
子
供
が
保
育
園
児
の
時
に
、
初
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
長
年
の
夢

で
あ
っ
た
教
員
と
な
っ
た
。
現
在
、
「
念
書
」

2
校
目
の
学
校
に
勤

務
し
て
い
る
。
ー
校
目
の
終
わ
り
に

2
人
目
の
子
供
を
産
ん
で
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育
児
休
暇
を
経
て
、
今
年
で
念
書
が
あ
け
る
（
現
在
「
念
書
」
は

無
く
な
っ
た
よ
う
だ
が
）
。
両
親
は
健
在
で
あ
る
が
、
実
家
か
ら
距

離
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
子
供
が
病
気
の
時
だ
け
、
両
親
に
子
供

を
預
け
た
り
看
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
。
夫
は
高
校
教
師
で
、

1
時
間
以
上
か
け
て
通
勤
し
て
お
り
、
朝
早
く
、
夜
は
遅
い
。
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起
床
家
事
、
子
供
の
世
話

出
勤
（
保
育
園
経
由
）

朝
学
習
ノ
！
ト
・
提
出
物
・
学
習
カ

l
ド
の

チ
ェ
ッ
ク

学
級
朝
会

1
1
2時
間
目
の
授
業

中
休
み
特
別
に
支
援
の
必
要
な
子
の
補
助
学
習
、

授
業
準
備
・
印
刷
な
ど

3
1
4
時
間
目
の
授
業

給
食
指
導
、
連
絡
帳
書
き
・
連
絡
帳
チ
ェ
ッ
ク

昼
休
み
残
透
処
理
機
械
チ
ェ
ッ
ク
（
分
掌
の
食

育
担
当
の
た
め
）
、
授
業
準
備
・
印
刷
・
特
別
に

支
援
が
必
要
な
子
の
補
助
学
習

清
掃
指
導

5
i
6時
間
目
の
授
業
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学
年
集
団
下
校
（
整
列
さ
せ
て
、
班
ご
と
に
下
校

を
確
か
め
る
）

課
外
活
動
（
金
管
バ
ン
ド
指
導
）
ま
た
は
会
議
な
ど

残
務
整
理
成
績
処
理
、
テ
ス
ト
・
プ
リ
ン
ト
制

作
、
事
務
処
理
、
分
掌
の
仕
事

退
勤
（
保
育
園
経
由
）

帰
宅
食
事
準
備

夕

食

入

浴

家

事

育

児

た
よ
り
作
成
、
授
業
準
備

就
寝

同
岡
倒
閣

・
保
育
園
の
送
り
迎
え
の
関
係
で
、
い
つ
も
出
勤
・
退
勤
が
同

じ
時
間
に
な
る
。

・
買
い
物
は
生
協
の
配
達
で
1
週
間
分
を
ま
か
な
い
、
足
り
な

い
と
き
は
夫
に
頼
む
。

・
生
産
的
な
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
仕
事
（
新
し
い
発
想
や
効
果

的
な
指
導
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
教
具
、
環
境
盤
備
、
行
事
の
工

夫
）
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
生
み
出
す
時
間
が
少
な
い
。

ゆ
え
に
、
土
曜
日
に
希
望
保
育
を
頼
ん
で
仕
事
を
す
る
か
、

日
曜
日
に
部
活
や
残
務
の
終
わ
っ
た
夫
に
頼
ん
で
、
残
務
処

先生のある 1日

理
に
学
校
へ
向
か
う
。
保
育
園
は
本
来
、
土
曜
日
に
営
業
を

し
て
い
る
事
業
所
な
ど
の
従
業
員
の
た
め
に
、
子
供
を
預
け

る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
の
で
、
教
員
が
土
曜
日
に
子
供
を

預
け
る
こ
と
に
は
、
あ
ま
り
良
い
顔
を
さ
れ
な
い
が
、
他
に

手
段
が
思
い
つ
か
な
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
で
の
仕
事
が
増
え
た
こ
と
で
、
か
つ
て
印
刷
屋
さ

ん
が
や
っ
て
い
た
仕
事
も
そ
の
ま
ま
教
員
の
仕
事
に
な
っ
た

感
が
あ
る
。
技
術
が
必
要
と
さ
れ
、
し
か
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ
ト
が
変
わ
る
度
に
覚
え
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

か
な
り
の
時
間
が
こ
れ
に
と
ら
れ
る
。

・
小
規
模
の
学
校
だ
が
、
分
掌
の
数
は
他
の
学
校
と
変
わ
ら
な

い
。
ゆ
え
に
、
職
員
が
少
な
い
た
め
一
人
が
3
1
4
分
掌
を

抱
え
て
お
り
、
出
張
や
提
出
物
も
多
い
。
今
年
度
は
研
究
授

業
を
引
き
受
け
た
の
で
、
分
掌
は
軽
く
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
突
如
わ
い
た
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
取
り
組
ま

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
食
育
が
自
分
の
分
掌
で
あ
っ
た
た
め
、

新
し
い
行
事
を
立
ち
上
げ
、
日
々
の
残
溢
処
理
の
当
番
活
動

が
増
え
た
。

・
分
掌
で
、
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
を
し
て
い
る
。
ま

ず
は
自
分
の
ク
ラ
ス
の
「
守
護
を
必
要
と
す
る
ま
か
ら
：
：
：

と
奮
闘
し
て
い
る
が
、
こ
の
子
ら
の
数
が
多
く
、
指
導
に
時
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2
学
期
ま
で
は
中
休
み
と
昼
休
み
は
全
く
な

聞
が
か
か
り

か
っ
た
。

・
現
在
の
学
校
は
3
年
目
で
あ
る
。
今
は
少
な
い
職
員
な
が
ら
、

3
年
位
で
転
勤
な
ど
職
員
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
。
育
児

休
暇
の
職
員
も
出
た
た
め
、
新
し
い
職
員
が
分
か
ら
な
い
こ

と
は
、
他
分
掌
で
も
結
局
自
分
が
や
っ
て
い
る
か
一
緒
に
や
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

・
分
掌
毎
の
研
修
も
あ
る
が
、
そ
こ
で
出
さ
れ
る
「
1
年
間
の
実

践
を
ま
と
め
て
」
の
レ
ポ
ー
ト
も
苦
し
い
も
の
が
あ
る
。
分

掌
が
多
い
と
、
同
じ
時
期
に
3
つ
提
出
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

宮
崎
凹

・
長
年
夢
だ
っ
た
教
員
に
な
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
に
大
変
で
も

「
や
め
た
い
」
と
は
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。
支
え
て
く
れ
る

管
理
職
が
本
当
に
有
難
い
。
健
康
で
家
族
に
も
恵
ま
れ
、
自

分
は
本
当
に
幸
せ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
超
多
忙
の
上
に
、

悩
み
が
あ
っ
た
ら
、
や
っ
て
い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

（M
・
中
越
の
小
規
槙
校
の
小
学
校
教
員
）

B
さ
ん
（
小
学
校
女
性
教
員
初
代
）

B
さ
ん
は
、
却
代
も
残
り
わ
ず
か
の
小
学
校
教
師
、

つ
児

34 

の
母
で
も
あ
る
。
ど
ち
ら
も
高
校
生
で
手
は
か
か
ら
な
い
。
夫

は
高
校
教
師
。
実
家
の
近
く
に
住
み
、
実
父
母
は
健
在
で
孫
の

食
事
、
洗
濯
物
な
ど
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

学
校
の
仕
事
に
打
ち
込
め
る
環
境
に
あ
る
。
そ
れ
に
教
師
が
天

職
と
思
い
、
い
つ
も
希
望
し
て
ク
ラ
ス
担
任
を
し
て
い
る
。

B

さ
ん
の
あ
る
1
日
は
次
の
よ
う
。
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朝
食
、
弁
当
作
り

起
床

出
勤

職
員
朝
会
・
朝
学
習

学
級
朝
会

1
1
2時
間
目
の
授
業

中
休
み
授
業
準
備
・
印
刷
な
ど

3
3
4時
間
目
の
授
業

給
食
指
導
・
学
習
カ
l
ド
の
チ
ェ
ッ
ク

昼
休
み
授
業
準
備
・
印
制
・
提
出
物
の
チ
ェ
ッ

ク
・
学
習
指
導
・
外
部
と
の
交
渉

清
婦
指
導

5
1
6時
間
目
の
綬
業

学
年
集
団
下
校
（
整
列
さ
せ
て
、
班
毎
に
下
校
を

確
か
め
る
）
会
議
・
補
習



5 

30 

残
務
整
理
提
出
物
チ
ェ
ッ
ク
（
ノ
l
ト
・
テ
ス

ト
・
宿
題
な
ど
）
成
績
処
理
授
業
の
準
備
・
授

業
の
打
ち
合
わ
せ
・
行
事
の
打
ち
合
わ
せ
・
た
よ

り
作
成
・
事
務
処
理
・
分
掌
の
仕
事

退
勤
・
買
い
物
（
6
一
幼

1
退
勤
・
買
い
物
）

帰
宅
（
7
二
ω
i帰
宅
・
食
事
準
備
）

入
浴
（
提
出
物
チ
ェ
ッ
ク
・
文
書
作
成
）

就
寝
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n
り

先生のある 1日

府
附
閣
畑
一

・
右
の
（
6
一
利

1
退
勤
・
買
い
物
）
（
7

二
ω
1帰
宅
・
食
事

準
備
）
は
、
希
望
的
な
行
動
で
実
際
は
ま
ず
不
可
能
。

・
空
き
時
間
（
授
業
に
行
か
な
い
で
よ
い
時
間
の
こ
と
、
例
え

ば
理
科
専
科
教
員
が
理
科
の
授
業
を
す
る
時
）
は
週
に

4
な

い
し

5
時
間
、
毎
日
の
提
出
物
を
見
る
だ
け
で
終
わ
る
。
空

き
時
間
が
な
い
と
き
は
、
放
課
後
に
家
庭
営
脅
ノ

l
ト
、
ノ
ー

ト
、
テ
ス
ト
、
プ
リ
ン
ト
な
ど
見
る
。

・
補
習
は
特
に
教
え
な
い
と
後
れ
る
子
に
、
休
み
時
間
や
放
課

後
に
空
い
て
い
れ
ば
で
き
る
だ
け
行
う
。
そ
う
す
る
と
退
勤

時
間
ま
で
自
分
の
仕
事
が
で
き
な
い
か
ら
、
退
勤
時
間
後
の

仕
事
に
な
る
。

・
パ
ソ
コ
ン
関
連
の
仕
事
に
時
間
が
か
か
る
。
思
う
よ
う
な
操

作
が
で
き
な
い
と
き
、
教
え
て
も
ら
い
た
い
人
も
忙
し
く
頼

み
づ
ら
い
。
試
行
錯
誤
の
操
作
で
疲
れ
る
し
、
時
間
が
か
か

る
。
ま
た
デ
ジ
カ
メ
で
手
軽
に
写
真
を
撮
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
反
面
、
写
真
の
管
理
に
手
間
が
か
か
る
。

・
整
口
が
多
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
集
計
、

w
e
bテ
ス
ト
・

全
校
テ
ス
ト
・
単
元
テ
ス
ト
の
結
果
を
、
パ
ソ
コ
ン
に
入
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
も
単
元
開
発
、
計
画
や
外
部
と
の

連
絡
、
お
礼
の
手
紙
な
ど
、
時
間
と
頭
脳
と
労
力
が
い
る
。

・
A
L
T
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
の
打
ち
合
わ
せ
（
今
年
度

は
初
回
昼
休
み
が
無
く
な
る
）
。

つ
い
や
っ
て
し
ま
う
仕
事

総
合
の
時
間
に
稲
刈
り
を
地
域
の
人
た
ち
の
助
力
を
得
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
や
り
ま
し
た
。
デ
ジ
カ
メ
で
宝
桑

を
沢
山
撮
り
、
後
で
私
の
パ
ソ
コ
ン
で
印
刷
し
ま
し
た
。
相
当

な
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
地
域
の
人
が
写
っ
て
い
る
の
を
、
ど

う
す
る
か
？

印
刷
し
、
配
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
「
こ
こ
ま
で
や
ら
な
く
と

も
、
い
い
の
に
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
つ
い
し
て
し
ま
う
。
お
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あ
げ
し
た
と
き
の
笑
顔
が
ま
た
次
の
仕
事
の
力
に
な
る
の
で
す
。

B
さ
ん
の
母
の
話

娘
は
、
教
師
に
な
り
た
く
て
な
っ
た
し
、
端
で
見
て
い
て
そ

の
仕
事
が
ほ
ん
と
う
に
好
き
で
た
ま
ら
な
い
よ
う
で
す
。
私
た

ち
は
幸
い
近
く
に
住
み
、
健
康
に
も
恵
ま
れ
て
手
助
け
で
き
ま

す
。
孫
た
ち
の
食
事
や
洗
濯
物
な
ど
の
面
倒
を
見
て
や
る
く
ら

い
で
す
が
、
た
だ
帰
宅
時
間
が
余
り
に
遅
く
、
健
康
を
害
さ
な

け
れ
ば
い
い
が
と
心
配
は
し
て
い
ま
す
。
た
ま
に
部
屋
へ
行
っ

て
み
る
と
パ
ソ
コ
ン
で
刷
っ
た
写
真
の
失
敗
し
た
紙
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
仕
事
の
大
変
さ
を
想
像
し
て
い
ま
す
。
ろ
く

に
話
す
時
間
も
取
れ
な
い
の
で
、
孫
に
「
仲
が
悪
い
の
か
」
と

心
配
さ
え
さ
れ
ま
し
た
。

今
の
先
生
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
よ
文
責
・
吉
田
武
雄
・
所
員
）

C
さ
ん
（
中
学
校
女
性
教
員
初
代
）

C
さ
ん
は
、
体
育
の
女
性
教
師
で
学
年
主
任
。
ク
ラ
ス
担
任

で
は
な
く
、
数
ク
ラ
ス
の
学
年
の
ま
と
め
役
で
責
任
を
常
に
感

じ
て
い
ま
す
。
伴
侶
は
教
頭
で
単
身
赴
任
、
高
校
生
を
頭
に
中

学
、
小
学
生
と
3
人
の
子
育
て
も
し
て
い
ま
す
。
風
邪
な
ど
に

擢
る
と
か
な
り
離
れ
た
実
家
の
両
親
に
応
援
し
て
も
ら
う
こ
と

36 

が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
鍛
え
た
身
体
と
気
力
で
、
生
意
気
ざ
か
り
の
中

学
生
と
向
き
合
っ
て
い
る
日
々
で
す
。

8 7 

00 00 

9 

00 

q
F
－－

n
H
u
 

s－
－

A
U
 

－
－

n
U
 

1
」
・

nu

4 3 2 

00 00 00 

起
床
・
朝
食
準
備
・
弁
当
作
り

通
勤
・
教
室
見
回
り

朝
会
・
打
ち
合
わ
せ

朝
読
書
・
朝
学
活

授
業
以
外
の
空
き
時
間
は
1
な
い
し
2
時
間
。
そ

の
問
、
学
年
会
、
企
画
会
議
、
生
徒
指
導
部
会
な

ど
の
会
議
。

学
習
カ
！
ド
チ
ェ
ッ
ク

総
合
学
習
準
備
、
校
務
分
掌

学
年
だ
よ
り
（
A
3
裏
表
、
週
1
回
発
行
）

給
食
準
備
・
給
食
指
導

昼
休
み
委
員
会
打
ち
合
わ
せ

部
活
打
ち
合
わ
せ

補
習
指
導
、
生
徒
指
導
、
体
育
館
見
回
り

授
業

授
業

清
婦
指
導
・
終
学
活



6 

30 

放
課
後
活
動
部
活
動
・
生
徒
指
導
・
補
習
等

月
1
回
職
員
会
議

（
こ
の
時
間
帯
は
自
分
の
仕
事
は
で
き
な
い
）

授
業
準
備
、
分
掌
の
仕
事
、
行
事
準
備

総
合
学
習
準
備
等

帰
宅
、
夕
食
、
入
浴

子
ど
も
と
の
時
間
塾
迎
え

就
寝

8
一
初

口
一
∞
頃

先生のある 1日

以
下
説
明
を
少
し
。

・
学
級
担
任
は
、
約
初
人
分
の
生
活
ノ
！
ト
を
丸
々

1
時
間
は

か
け
て
目
を
通
し
コ
メ
ン
ト
を
書
き
ま
す
。

・
こ
の
他
テ
ス
ト
前
に
は
テ
ス
ト
学
習
計
画
表
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
空
き
時
間
は
そ
れ
で
終
り
ま
す
。

・
放
課
後
は
部
活
指
導
、
生
徒
が
退
校
す
る
ま
で
自
分
の
佐
事

は
で
き
ま
せ
ん
よ
冬
で
5
一
初
過
ぎ
、
夏
で
6
一
回
過
ぎ
）

・
様
々
な
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
上
か
ら
降
り
て
き
て
、
そ
の
結

果
が
ど
う
返
っ
て
く
る
の
か
の
実
感
が
な
い
の
で
む
な
し
い

で
す
。

w
e
b配
信
テ
ス
ト
も
教
員
評
価
な
ど
も
同
じ
で
す
。

．
テ
ス
ト
結
果
か
ら
も
う
少
し
補
習
を
し
た
く
と
も
時
間
が
と

れ
ま
せ
ん
。

・
1
ク
ラ
ス
の
人
数
が
減
り
、
学
年
職
員
数
が
プ
ラ
ス
ー
に
な

る
だ
け
で
も
、
こ
の
忙
し
さ
は
ず
い
ぶ
ん
減
る
と
思
い
ま
す
。

・
様
々
な
デ
！
夕
、
か

P
C
（
パ
ソ
コ
ン
）
デ
ー
タ
管
理
に
な
っ

て
い
る
現
在
、
各
学
校
に

P
C専
任
の
人
を
配
置
す
る
べ
き

で
す
。
片
手
間
で
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
し
、
専
任
が
1
人

い
れ
ば
、
操
作
に
不
慣
れ
な
人
の
ト
ラ
ブ
ル
も
す
ぐ
解
消
し
、

仕
事
の
効
率
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

・
総
合
学
習
を
意
味
あ
る
も
の
に
す
る
と
、
そ
の
準
備
は
膨
大

な
も
の
に
な
り
ま
す
。

・
部
活
指
導
が
あ
る
限
り
中
学
教
員
の
忙
し
さ
は
解
消
さ
れ
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
専
門
外
で
も
時
間
を
惜
し
ん
で
指
導

し
て
い
て
も
結
果
が
出
な
い
と
、
親
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
時
間
外
勤
務
が
あ
た
り
ま
え
な
の
も
お

か
し
い
で
す
し
、
土
、
日
ほ
と
ん
ど
休
ま
ず
指
導
し
て
い
る

先
生
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

部
活
の
喜
び
と
苦
痛

私
は
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
大
学
も
体
育
を
専
攻
し
ま
し
た
。

得
意
な
球
技
で
は
中
学
生
に
は
ひ
け
を
取
り
ま
せ
ん
。
指
導
し

て
大
会
に
い
い
成
績
を
取
る
と
喜
び
は
言
い
難
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

37 



学
校
の
都
合
で
は
、
不
得
意
な
部
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
苦
痛
で
す
。
ま
し
て
坐
生
時
代

に
選
手
で
も
な
か
っ
た
人
は
、
顧
問
と
し
て
も
手
探
り
の
毎
日

で
す
。
中
学
生
に
部
活
動
が
大
切
な
の
は
、
よ
く
分
か
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
手
だ
て
が
欲
し
い
の
で
す
。

（
文
責
・
吉
田
武
雄
・
所
員
）

D
さ
ん
〈
中
学
校
男
性
教
員
切
代
）

D
さ
ん
は
初
代
の
ベ
テ
ラ
ン
理
科
教
師
で
あ
る
。
今
年
度

（
昨
年
4
月
）
か
ら
現
在
の
中
学
校
（
全
校
生
徒
数
約
3
5
0
余

人、

1
1
3
年
間
ク
ラ
ス
）
に
赴
任
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

校
務
分
掌
は
、

3
学
年
副
主
任
・
学
級
担
任
（
病
休
代
理
）
・

進
路
指
導
主
事
・
理
科
主
任
・
学
年
P
T
A
担
当
・
生
徒
会
専

門
部
の
放
送
部
担
当
・
部
活
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
）
・
給
食
の

検
食
係
（
週
1
回
）
な
ど
で
あ
る
。

1
週
間
あ
た
り
の
持
ち
時
間
数
は
、
理
科
は
1
年
生
2
ク
ラ

ス
の
6
時
間
と
3
年
生
2
ク
ラ
ス
の
8
時
間
、
学
活
・
道
徳
の

各
1
時
間
、
総
合
の

2
時
間
で
計
同
時
間
で
あ
る
。

2
月
末
の
あ
る
1
日
を
記
録
し
て
い
た

e
た
い
た
。
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出
勤

職
員
朝
会

朝
読
書

学
級
朝
会

（1
限
）
学
級
活
動

授
業
準
備

（
2
限
）
授
業
（
理
科
）

実
験
の
後
片
付
け

（
3
限
、
空
き
時
間
）
後
片
付
け
の
続
き
、

昼
の
放
送
の
音
楽
チ
ェ
ッ
ク
、
次
の
授

業
の
準
備
、
入
試
業
務

（4限）

3
限
か
ら
の
仕
事
の
続
き

給
食

入
試
業
務

給
食
指
導

（
昼
休
み
）
校
内
巡
視
と
5
限
授
業
の
準

備（5
限
）
授
業

後
始
末
と
6
限
授
業
の
準
備

（6
限
）
授
業

清
掃
指
導
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00 

終
学
活

受
験
対
策
用
の
補
習
や
部
活
動

生
徒
下
校

教
材
研
究
や
明
日
の
授
業
の
準
備
、
進

路
業
務
、
提
出
物
チ
ェ
ッ
ク
、
卒
業
に

向
け
て
の
準
備
（
文
集
や
D
V
D
づ
く
り
）

な
ど

帰
宅
、
夕
食

パ
ソ
コ
ン
メ
！
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
返
信
、

理
科
サ
ー
ク
ル
の
仕
事

〔
附
記
〕
・
：
以
下
は
、
休
日
に
時
間
を
割
い
て
も
ら
い
お
聞
き
し

た
こ
と
や
C
さ
ん
か
ら
の
メ
モ
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

・
校
務
分
掌
な
ど
の
仕
事
は
、
量
的
に
も
勤
務
時
間
内
で
は
と

て
も
終
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
部
活
終
了
後
に
や
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
勤
務
時
間
終
了
は
凶
時
判
分
と
な
っ
て
い
る
が
、

部
活
の
終
了
時
間
は
、
夏
場
で
は
同
時
、
冬
場
で
は
げ
時
。

休
憩
時
間
も
校
時
表
に
は
載
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
無
き
に

等
し
く
、
異
常
な
状
態
が
常
態
化
し
て
い
る
。

・
子
育
て
中
の
先
生
は
家
に
持
ち
帰
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
成
績
な
ど
の
資
料
等
は
持
ち
出
し
が
で
き
な
い
の

先生のある 1日

で
、
大
変
で
あ
る
。

・
進
路
指
導
主
事
と
し
て
最
も
忙
し
い
の
は

ω月
か
ら
日
月
で

あ
る
。
私
立
高
校
の
入
試
説
明
会
が
あ
っ
た
り
、
県
教
育
委

員
会
か
ら
入
試
要
項
な
ど
が
送
ら
れ
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
資

料
か
ら
3
月
ま
で
の
入
試
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
た
り
、
先

生
方
用
の
資
料
を
作
成
す
る
。
そ
し
て
進
路
希
望
調
査
を
行
っ

た
り
、
ロ
月
に
行
わ
れ
る
三
者
（
保
護
者
・
生
徒
・
担
任
）
懇

談
に
備
え
て
学
年
の
受
験
プ
ラ
ン
を
取
り
締
め
た
り
デ
ー
タ

整
理
を
す
る
。
帰
宅
は
夜
日
時
過
ぎ
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

・
土
曜
日
も
部
活
を
実
施
し
て
お
り
、
夏
場
は
9
二
w
i
u
…

∞
。
午
後
は
校
内
で
仕
事
。
冬
場
は
外
の
コ
！
ト
が
使
え
な

い
の
で
、
体
育
館
が
空
い
て
い
る
午
前
7
一
羽

1
9
二
ω

に
部
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
校
内
で
仕
事
を
し
、

帰
宅
は
夕
方
の
6
時
頃
に
な
る
。

・
た
ま
に
、
初
時
頃
に
帰
宅
す
る
と
、
家
人
か
ら
「
今
日
は
早

い
ね
。
具
合
で
も
悪
い
の
？
」
と
言
わ
れ
た
り
す
る
。
人
間

性
（
家
族
と
の
語
ら
い
、
読
書
や
趣
味
な
ど
）
を
磨
い
た
り

伸
ば
し
た
り
す
る
時
間
を
削
り
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
感

じ
が
す
る
。

・
こ
れ
だ
け
働
い
て
い
る
の
に
、
昨
年
の
人
事
院
勧
告
で
は
、

詳
し
い
情
報
も
な
く
給
与
が
削
減
さ
れ
た
。
仕
事
へ
の
モ
チ
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ベ
i
シ
ョ
ン
は
下
が
る
が
、
や
ら
な
い
と
仕
事
が
滞
っ
て
自
分

の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
何
と
か
こ
の
状
況
を

変
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
か
と
思
っ
て
い
る
。

（
文
責
・
小
板
邦
男
・
所
員
）
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初
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男
性
教
員

起
床

出
勤

学
校
着

始
業

朝
会

昼
食

卒
業
事
務
ま
た
は
会
議

休
憩

不
登
校
児
の
指
導

残
業
等

帰
宅

持
ち
帰
り
仕
事

土
日
の
う
ち
、
ほ
ぽ
1
日
は
出
勤
し
て
仕
事
を
し
ま
す
。
持

ち
帰
り
禁
止
の
情
報
や
資
料
が
学
校
に
あ
り
出
勤
は
不
可
欠
で

40 

す
。
週
案
提
出
や
教
員
評
価
の
ノ
！
ト
書
き
、
学
校
評
価
部
会

な
ど
は
ム
ダ
、
あ
る
い
は
雑
務
と
思
え
る
。
必
要
と
は
思
え
な

い
仕
事
を
県
教
委
は
増
や
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
と
話
す
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
気
が
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
実
感
す
る
と
き
は
充
実
感
を
感
じ
ま
す
。

F
さ
ん
（
小
学
校

7
一
羽

1

出
勤

7
一
m
i

学
校
着

8
一
日

1

始
業

口一一山
i

給
食

日

一

時

：

放

課

後

同
一
時

i

就
業

同
一
利

1

下
校

同
一
∞

1

帰
宅

男
性
教
員

M
W

代）

学
校
で
は
成
績
処
理
や
教
材
の
整
理
等
。
持
ち
帰
り
の
仕
事

は
テ
ス
ト
の
採
点
や
教
材
研
究
等
。

教
え
る
こ
と
以
外
の
仕
事
が
多
す
ぎ
ま
す
。
授
業
時
間
数
を

減
ら
し
て
放
課
後
の
時
間
に
ゆ
と
り
が
ほ
し
い
。

（
文
責
・
河
合
婿
久
・
所
員
）


